
－

蜃
貪
回
研
究
大
会
盛
況
’
・

！
―
Ｉ
Ｉ

進
む
各
県
難
病
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設

　

一
般
演
題
８
題
も
よ
り
具
体
的
・

実
践
的
に
な
り
。
多
め
に
と
つ
た
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
活
発
な
意
見
交

換
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

３
月
2
7
日
出
、
2
8
日
㈲
の
２
日

間
、
神
奈
川
県
川
崎
市
の
川
崎
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
第
２
回
研

究
大
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
一
三

四
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
熱
気

溢
れ
る
場
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
会
第
１
日
は
遠
藤
順
子
さ
ん

　

（
故
遠
藤
周
作
氏
夫
人
）
の
特
別
講

演
「
患
者
か
ら
の
さ
ゝ
や
か
な
願

い
」
か
ら
2
0
年
、
を
拝
聴
。

　

２
日
目
の
研
修
講
演
で
は
、
日
本

医
師
会
滓
倫
太
郎
先
生
の
「
難
病
対

策
の
現
状
と
課
題
」
群
馬
大
牛
込
三

和
子
先
生
の
「
難
病
相
談
に
寄
せ
ら

れ
る
相
談
の
特
性
と
支
援
の
あ
り

方
」
を
傾
聴
し
ま
し
た
。

　

第
１
日
目

」
特
別
講
演

　
　
　

（
以
下
敬
称
略
）

座
長

　

研
究
会
会
長
・
特
定
疾
患
の
地
域

　

支
援
体
制
の
構
築
に
関
す
る
研
究
班
主

　

任
研
究
者
・
国
立
療
養
所
西
多
賀
病
院

　

院
長

　

木
村

　

格
（
い
た
る
）

講
師

　

遠
藤
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
理
事

　
　

遠
藤
順
子
（
故
遠
藤
周
作
氏
夫

　

人
）
－
「
患
者
か
ら
の
さ
ゝ
や
か

　

な
願
い
」
か
ら
2
0
年
－

患者本位の医
療を、と語る
遠藤順子さん

■
一
般
演
題
（
発
表
）

座
長

　

研
究
会
運
営
委
員
・
特
定
疾
患
の

　

生
活
の
質
の
向
上
に
資
す
る
ヶ
ア
の
在

　

り
方
に
関
す
る
研
究
班
班
几
・
群
馬
大

　

学
医
学
部
保
健
学
科
教
授

　
　

牛
込
三
和
子

　

新
潟
大
学
脳
研
究
所
教
授

　

臨
床
神
経

　

科
学
部
門
神
経
内
科
学
分
野

　
　

西
部
正
豊

発
表
①

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
難
病
の
こ
ど
も

　

支
援
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　

橋
本
玲
子
ほ
か
Ｉ
電
話
相
談
の

　

分
析
と
稀
少
難
病
児
の
友
達
探
し

　

の
状
況
－

発
表
②

　

財
団
法
人
が
ん
の
子
供
を
守

　

る
会

　

樋
口
明
子
ほ
か
Ｉ
小
児
が

　

ん
患
児
家
族
の
相
談
業
務
に
つ
い

　

て
Ｉ

発
表
③

　

長
崎
ウ
エ
ス
レ
ヤ
ン
大
学
現

　

代
社
会
学
部
・
Ｈ
Ａ
Ｍ
患
者
会

　
　

村
上

　

清
Ｉ
Ｈ
Ａ
Ｍ
患
者
会
発

　

足
の
意
義
と
今
後
の
課
題
－
セ
ル

　

フ
ヘ
ル
プ
活
動
の
視
点
か
ら
Ｉ

発
表
④

　

静
岡
県
難
病
団
体
連
絡
協
議

　

会

　
　

野
原
正
平
ほ
か
Ｉ
こ
ん
な
難
病

　

相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
が
欲
し
い

　

静
岡
県
内
の
と
り
く
み
・
中
間
報

　

告
－

発
表
⑤

　

京
都
難
病
同
体
連
絡
協
議
会

　
　

甲
斐
里
美
―
京
都
府
の
難
病
対

　

策
へ
の
取
り
組
み
Ｉ

■
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

座
長

　

牛
込
三
和
子
・
西
渾
正
豊

一
参
加
者
交
流
会

　

参
加
者
6
5
名
。
口
頭
発
表
・
１
分

間
ス
ピ
ー
チ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一般演題座長

野原正平氏

　

村上

　

清氏

　

樋口明子氏

　

橋本玲子氏

　

西渾正豊先生

　

牛込三和子先生

９
し

　
　

／
‘
．

　

甲

１－-



　

第
２
日
目

■
世
話
人
会
・
運
営
委
員
会

一
一
般
演
題
（
発
表
）

座
長

　

研
究
会
運
営
委
貝
・
特
定
疾
患
の

　

生
活
の
質
の
向
上
に
資
す
る
ヶ
ア
の
在

　

り
方
に
閔
す
る
研
究
班
主
任
研
究
者
・

　

国
立
療
養
所
新
潟
病
院
副
院
長

　
　

中
島

　

孝

　

国
立
療
養
所
西
多
賀
病
院
第
一
神
経
内

　

科
医
長

　

今
井
尚
志

発
表
⑥

　

兵
庫
県
難
病
団
体
連
絡
協
議

　

会

　

米
田
寛
子
－
訪
問
に
よ
る
難

　

病
支
援
－

発
表
⑦

　

愛
媛
県
難
病
医
療
連
絡
協
議

　

会

　

生
駒
真
有
美
－
地
域
に
根
ざ

　

し
た
支
援
体
制
を
め
ざ
し
て

　

難

　

病
医
療
専
門
員
の
立
場
か
ら
Ｉ

発
表
⑧

　

沖
縄
県
難
病
支
援
セ
ン
タ
ー

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス

　
　

照
喜
名
通
－
難
病
患
者
に
よ
る

　

自
立
へ
の
道
－

■
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

座
長

　

引
き
続
き

　

中
島

　

孝
・
今
井
尚
志

■
研
修
講
演
①

座
長

　

研
究
会
副
会
長
・
筋
萎
縮
性
側
索

　

硬
化
症
の
病
因
・
病
態
に
関
わ
る
新
規

　

治
療
法
の
開
発
に
関
す
る
研
究
班
主
任

　

研
究
者
・
東
北
大
学
大
学
院
医
学
系
研

　

究
科
神
経
科
学
講
座
神
経
内
科
学
教
授

　
　

糸
山
泰
人

講
師

　

研
究
会
は
話
人
・
日
本
医
師
会
常

　

任
理
串

　

渾
倫
太
郎
－
難
病
対
策

　

の
現
状
と
課
題
―

一
研
修
講
演
②

座
長

　

国
立
療
養
所
札
幌
南
病
院
副
院
長

　
　

島

　

功
二

講
師

　

研
究
会
運
営
委
員
・
特
定
疾
患
の

　

生
活
の
．
質
の
向
上
に
資
す
る
ヶ
ア
の
在

　

り
方
に
関
す
る
研
究
班
班
ほ
・
群
馬
大

　

学
医
学
部
保
健
学
科
教
授

　
　

牛
込
三
和
子
－
難
病
相
談
に
寄

　

せ
ら
れ
る
相
談
の
特
性
と
支
援
の

　

あ
り
方
－

Ｉ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

ー
次
回
開
催
地
の
紹
介

　

兵
庫
県
難
病
団
体
連
絡
協
議
会

　

市
川
桂
二
・
伊
丹

　

威
・
米
田
寛
子

　

２日目一般演題座長

今井尚志先生

　

中島

　

孝先生

　　　

研修講演座長

島

　

功二先生

　

糸山泰人先生

訳◆

名
名
名
名
名
名

1
1
1
3
6
5
3
1
5
1
4

講師

行政関係

地域難病連

体・機関

　

４名
一
計

　

134名

事務局

米田寛子氏渾倫太郎先生

　

照喜名通氏

　

生駒真有美氏牛込三和子先生

研究大会参加者の皆さんの感想をお寄せいただきました。当日の場の雰囲気が伝わる内容です。

　

第
２
回
全
国
難
病
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

研
究
会
に
参
加
し
て

　
　

Ｈ
Ａ
Ｍ
患
者
友
の
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上

　

消

　

Ｈ
Ａ
Ｍ
（
ヒ
ト
Ｔ
リ
ン
パ
球
指
向

性
ウ
イ
ル
ス
ー
型
関
連
脊
髄
疾
患
）

は
、
全
国
に
Ｉ
、
五
〇
〇
名
程
の
患

者
（
特
に
九
州
地
域
が
多
い
）
が
い

ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
病
気
の
知
名
度

は
低
く
、
国
の
難
病
指
定
に
も
な
っ

て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
今
回
、
Ｈ

Ａ
Ｍ
と
い
う
病
気
を
理
解
し
て
も
ら

い
、
昨
年
発
足
し
た
患
者
会
の
存
在

を
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
、
第
２
回
研
究

大
会
に
参
加
だ
け
で
な
く
演
題
発
表

ま
で
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
多
く
の
方
々
と
知
り
合

う
機
会
に
な
り
今
後
の
患
者
会
活
動

の
パ
ワ
ー
を
い
た
だ
き
、
ま
た
、
難

病
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
が
Ｈ
Ａ
Ｍ

な
ど
難
病
指
定
以
外
の
患
者
も
利
用

で
き
る
等
々
の
貴
重
な
情
報
も
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
こ
の
研
究
会
や
各
患
者
会

の
方
々
と
連
携
さ
せ
て
い
た
だ
き
な

が
ら
、
活
動
を
展
開
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

全
国
に
難
病
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

設
置
を
！

　
　

神
奈
川
県
難
病
連

　
　
　
　
　
　
　
　

吉
野
克
之

　

初
め
は
夢
物
語
と
思
っ
て
い
た

　

『
全
国
に
難
病
セ
ン
タ
ー
設
置

を
１
・
』
で
あ
る
が
、
関
係
者
の
皆
様

の
大
変
な
ご
努
力
も
あ
り
徐
々
に
進

み
始
め
て
き
た
感
が
あ
る
。
前
回
の

札
幌
大
会
に
続
き
、
今
回
も
十
分
盛

会
で
あ
り
、
熱
意
は
ま
だ
持
続
し
て

い
る
と
感
じ
た
。
と
は
言
え
”
理
念

を
語
る
は
易
く
そ
れ
を
実
現
す
る
の

は
難
し
”
を
実
感
し
て
い
る
。

　
　

「
難
病
セ
ン
タ
ー
を
作
ろ
う
１
・
」

と
声
を
か
け
て
パ
ッ
と
で
き
る
よ
う

な
も
の
で
は
決
し
て
な
い
が
、
こ
の

よ
う
な
研
究
会
で
地
道
に
情
報
を
集

め
、
少
し
ず
つ
や
っ
て
い
き
た
い
と

感
じ
た
。

　

次
回
研
究
会
の
頃
に
は
、
難
病
セ

ン
タ
ー
準
備
の
進
む
地
方
も
そ
ろ
そ

ろ
多
く
な
っ
て
く
る
と
思
う
。

　

そ
こ
で
、
是
非
そ
れ
ら
の
実
務
的

な
事
例
報
告
を
１
つ
で
も
多
く
聞
き

参
考
に
し
た
い
。
各
地
に
は
独
自
の

環
境
や
事
情
も
あ
り
、
そ
の
地
方
に

合
っ
た
独
特
の
セ
ン
タ
ー
が
い
ろ
い

ろ
と
出
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

そ
れ
も
ま
た
楽
し
み
で
あ
り
、
大
い

に
参
考
に
し
た
い
と
思
う
。

-
２

-



学
ぶ
創
る
進
む
交
流

　
　
　
　

充
実
し
た
川
崎
大
会

　

静
岡
県
難
病
団
体
連
絡
協
議
会

　
　

副
代
表
理
事

　

野
原
正
平

　
　

「
心
安
ら
か
に
最
期
を
迎
え
る
患

者
の
権
利
」
と
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
の
遅

れ
な
ど
を
夫
の
看
取
り
の
経
験
か
ら

優
し
く
説
い
た
遠
藤
順
子
さ
ん
、
ビ

ュ
ル
ガ
ー
病
治
療
の
事
例
な
ど
か
ら

難
病
に
関
わ
る
医
師
会
の
自
党
、
国

の
難
病
対
策
の
現
状
と
問
題
点
を
率

直
に
指
摘
し
た
渾
倫
太
郎
さ
ん
講

演
、
そ
れ
ぞ
れ
の
発
表
は
、
私
に
と

っ
て
、
難
病
患
者
運
動
を
大
局
か
ら

俯
瞰
し
、
そ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も

考
え
さ
せ
ら
れ
る
多
く
の
学
び
の
場

で
し
た
。

　

木
村
格
先
生
の
「
難
病
相
談
・
支

援
セ
ン
タ
ー
づ
く
り
」
の
話
は
、
い

つ
も
静
か
で
、
確
信
的
で
、
創
造
す

る
楽
し
み
や
力
を
み
ん
な
に
与
え
る

も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
発
表
は
こ
れ

に
応
え
る
も
の
で
し
た
。
各
地
の
難

病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
づ
く
り
は
、

全
体
的
に
は
模
索
か
ら
具
体
化
の
段

階
へ
入
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
で
し
ょ

う
か
。
静
岡
か
ら
は
、
５
人
が
参
加

し
ま
し
た
が
、
交
流
会
で
は
、
多
く

の
方
々
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
、
そ
の

方
々
か
ら
も
多
く
を
学
び
、
み
ん
な

が
充
実
感
を
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

第
２
回
研
究
大
会
に

　
　
　
　
　
　
　

参
加
し
て

　

富
山
県
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会

　
　
　

事
務
局

　

中
川
み
さ
こ

　

今
回
の
研
究
会
は
予
想
を
上
回
る

盛
況
ぶ
り
で
し
た
。
遠
藤
順
子
さ
ん

の
講
演
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
病

棟
を
回
っ
て
患
者
さ
ん
の
話
相
手
に

な
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
あ
る
こ
と

は
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
闘
病
の
合
間

の
清
涼
剤
だ
ろ
う
な
あ
と
感
じ
ま
し

た
。

　

今
回
の
研
究
会
の
中
で
、
一
番
興

味
を
持
っ
た
の
は
、
患
者
さ
ん
方
の

相
談
に
ど
う
応
え
る
か
と
い
う
問
題

が
質
問
も
含
め
て
話
し
合
わ
れ
た
事

で
す
。
こ
の
研
究
会
の
成
果
が
患
者

・
家
族
に
意
識
づ
け
さ
れ
る
に
あ
た

っ
て
は
、
医
療
、
行
政
、
患
者
、
家

族
、
そ
し
て
障
害
の
有
無
と
い
う
垣

根
を
越
え
た
セ
ン
タ
ー
の
存
在
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。
特
定
疾
患
以
外
の
多
く

の
患
者
・
家
族
に
も
セ
ン
タ
ー
は
き

っ
と
か
け
が
え
の
な
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う

意
味
で
、
柔
軟
な
対
応
の
で
き
る
セ

ン
タ
ー
を
望
み
ま
す
。
各
地
域
の
セ

ン
タ
ー
に
多
く
の
方
々
が
関
わ
り
を

持
ち
、
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
育

て
て
ゆ
け
る
開
か
れ
た
も
の
で
あ
っ

て
欲
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

研
究
大
会
に
参
加
し
て

　
　

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構

　
　
　

札
帆
南
病
院
副
院
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

島

　

功
二

　

春
う
ら
ら
か
な
川
崎
に
て
全
国
難

病
セ
ン
タ
ー
研
究
会
第
２
回
研
究
大

会
が
開
催
さ
れ
た
。
当
院
は
「
重
症

難
病
入
院
施
設
確
保
事
業
」
の
北
海

道
の
拠
点
病
院
に
指
定
さ
れ
た
の
で

全
国
の
状
況
を
肌
で
感
じ
よ
う
と
、

成
り
た
て
の
難
病
医
療
専
門
員
林
久

看
護
師
と
一
緒
に
急
淫
参
加
す
る
こ

と
に
し
た
。

　

遠
藤
順
子
氏
の
「
患
者
か
ら
の
さ

さ
や
か
な
願
い
か
ら
2
0
年
」
と
題
す

る
特
別
講
演
は
、
医
師
に
と
っ
て
冷

や
汗
の
出
る
き
つ
い
話
が
多
か
っ
た

が
、
患
者
の
視
点
に
立
つ
思
い
や
り

の
あ
る
医
療
を
実
践
す
る
上
で
真
摯

に
受
け
と
め
る
べ
き
内
容
で
あ
っ

た
。

　

ま
た
全
国
の
種
々
の
患
者
会
等
か

ら
の
取
り
組
み
に
お
い
て
も
司
会
の

方
が
あ
わ
て
る
ほ
ど
多
く
の
熱
心
な

質
疑
応
答
が
な
さ
れ
そ
の
意
識
の
高

さ
に
脱
帽
し
た
。
な
か
で
も
愛
媛
の

難
病
医
療
専
門
員
生
駒
氏
の
「
地
域

に
根
ざ
し
た
支
援
体
制
を
め
ざ
し

て
」
は
、
そ
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
と

方
法
論
に
お
い
て
大
変
示
唆
に
富
む

内
容
で
あ
っ
た
。

　

北
海
道
の
地
域
特
性
と
は
か
な
り

違
う
も
の
の
今
後
ど
う
事
業
を
進
め

て
い
く
か
、
山
積
す
る
問
題
を
反
別

す
る
上
で
有
意
義
な
時
間
が
持
て
た

と
思
う
。

　

患
者
の
望
む
難
病
相
談

　
　
　

セ
ン
タ
ー
づ
く
り
を

　
　

全
国
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会

　
　
　
　
　
　

幹
事

　

清
徳
保
雄

　

Ｊ
Ｐ
Ｄ
Ａ
（
全
国
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

病
友
の
会
）
幹
事
と
し
て
北
海
道
・

札
幌
で
の
第
１
回
大
会
に
参
加
し
て

か
ら
半
年
、
早
く
も
第
２
回
研
究
大

会
東
京
（
川
崎
）
大
会
の
一
般
発
表

は
、
具
体
性
を
伴
い
、
的
を
射
た
発

表
で
あ
っ
た
。
タ
イ
ト
ル
だ
け
を
追

っ
て
も
、
研
究
大
会
の
指
向
性
が
浮

か
び
出
る
。
「
電
話
相
談
の
分
析
と

稀
少
難
病
児
の
友
達
探
し
の
状
況
」

　

示
児
が
ん
患
児
家
族
の
相
談
業
務

に
つ
い
て
」
の
二
つ
は
、
小
児
稀
少

難
病
の
相
談
実
態
調
査
、
続
い
て
「
Ｈ

Ａ
Ｍ
患
者
会
発
足
の
意
義
と
今
後
の

課
題
」
は
、
ウ
ィ
ル
ス
（
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ

－
―
）
が
引
き
起
こ
す
脊
髄
の
病

い
。
世
間
に
も
医
療
関
係
者
に
す
ら

余
り
知
ら
れ
て
い
な
い
極
稀
少
難
病

へ
の
支
援
を
い
か
に
で
き
る
か
に
つ

い
て
警
鐘
と
な
る
。

　
　

「
こ
ん
な
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ

１
が
欲
し
い
」
「
京
都
府
の
難
病
対

策
へ
の
取
り
組
み
」
「
訪
問
に
よ
る

難
病
支
援
」
「
地
城
に
根
ざ
し
た
支

援
体
制
を
め
ざ
し
て
Ｉ
難
病
医
療
専

門
員
の
立
場
か
ら
Ｉ
」
は
、
準
備
段

階
か
ら
実
践
場
面
ま
で
、
患
者
の
望

む
相
談
に
支
援
者
が
ど
の
よ
う
に
応

え
て
き
て
い
る
か
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
特
性
を
踏
ま
え
た
実
践
研
究
を
、

そ
し
て
、
な
に
よ
り
も
「
難
病
患
者

に
よ
る
自
立
へ
の
道
」
に
、
結
び
つ

く
セ
ン
タ
ー
づ
く
り
へ
と
つ
な
が
る

方
向
性
が
見
え
る
。

　

本
研
究
会
に
は
国
会
議
員
諸
侯
が

超
党
派
で
参
加
し
て
お
ら
れ
る
。
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
都
道
府
県
で

の
取
り
組
み
だ
が
、
行
政
区
分
に
こ

だ
わ
ら
ず
、
誰
も
が
自
由
に
相
談
に

応
じ
ら
れ
る
よ
う
な
フ
レ
キ
シ
ブ
ル

な
応
対
を
期
待
し
た
い
。
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特別講演

「
患
者
か
ら
の
さ
ゝ
や
か
な
願
い
」
か
ら
2
0
年

　
　
　
　
　

遠
藤
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
理
事

　

遠
藤

　

順
子

　

主
人
（
故
遠
藤
周
作
氏
）
は
病
気

の
問
屋
の
よ
う
な
人
で
し
た
。
4
1
年

間
一
緒
に
お
り
ま
し
た
が
、
そ
の
間

に
1
0
回
入
院
、
８
回
手
術
と
い
う
人

で
し
た
。

　

心
あ
た
た
か
い
医
療

　
　

「
心
あ
た
た
か
い
医
療
」
は
2
1
年

目
に
な
り
ま
し
た
。
一
九
八
二
年
に

主
人
は
、
読
売
新
聞
に
「
患
者
か
ら

の
さ
さ
や
か
な
願
い
」
と
い
う
題
で

６
回
１
　
き
ま
し
た
。
全
部
で
二
、
〇

〇
〇
通
の
投
書
が
あ
っ
た
そ
う
で

す
。
医
療
の
こ
と
が
こ
ん
な
に
関
心

が
あ
る
の
な
ら
と
、
テ
レ
ビ
に
登
場

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
「
患
者

か
ら
の
さ
さ
や
か
な
願
い
」
で
は
さ

さ
や
か
す
ぎ
て
、
地
味
で
。
テ
レ
ビ

向
き
で
は
な
い
、
と
い
う
の
で
「
心

あ
た
た
か
な
医
療
」
と
い
う
題
が
つ

き
ま
し
た
。

　

去
年
、
2
0
年
目
に
投
書
二
、
〇
〇

〇
通
を
全
部
調
べ
た
ら
、
9
0
％
は
患

者
さ
ん
か
ら
で
、
「
俺
た
ち
が
言
い

た
い
こ
と
を
よ
く
言
っ
て
く
れ

た
。
」
「
自
分
た
ち
も
本
当
に
そ
れ
に

共
感
す
る
。
」
「
ど
う
か
頑
張
っ
て
く

れ
。
」
と
い
う
投
書
が
多
か
っ
た
そ

う
で
す
。

　

主
人
は
、
患
者
本
位
の
医
療
で
あ

っ
て
欲
し
い
と
い
う
こ
と
と
、
も
う

こ
の
人
は
あ
と
何
日
で
死
ぬ
と
い
う

こ
と
が
分
か
っ
た
時
に
は
、
ど
う
か

心
安
ら
か
に
死
な
し
て
欲
し
い
と
い

う
こ
と
を
、
よ
く
申
し
て
ま
し
た
。

　

主
人
は
色
ん
な
提
案
を
し
て
ま

す
。
例
え
ば
検
尿
で
す
。
衆
人
環
視

の
前
を
お
し
っ
こ
を
持
っ
て
歩
く
こ

と
は
と
て
も
恥
ず
か
し
い
こ
と
だ
、

な
ん
と
か
な
ら
な
い
か
と
。
そ
し
て

あ
っ
と
い
う
間
に
な
お
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
夜
の
食
事
が
、
ひ
ど

い
時
は
４
時
半
ぐ
ら
い
に
配
膳
が
始

ま
っ
て
ま
し
た
。
主
人
が
長
野
県
の

篠
ノ
井
病
院
で
６
時
半
に
出
し
て
い

る
と
い
う
話
を
聞
い
て
き
た
。
何
の

こ
と
は
な
い
、
食
器
を
２
セ
ッ
ト
用

意
す
る
だ
け
だ
っ
た
。
下
膳
し
た
器

は
液
に
つ
け
て
帰
る
。
次
の
朝
、
も

う
ワ
ン
セ
ッ
ト
の
食
器
で
盛
り
つ
け

し
て
、
そ
の
間
に
夜
の
食
器
は
洗
え

る
。

　

今
は
た
い
て
い
６
時
に
な
り
ま
し

た
。
病
院
が
、
た
い
し
た
経
費
を
か

け
た
り
意
識
を
か
え
た
り
し
な
く
て

も
で
き
る
こ
と
は
、
本
当
に
あ
っ
と

い
う
間
に
な
お
り
ま
し
た
。

　

で
す
け
ど
、
そ
れ
で
、
も
う
や
っ

た
よ
、
心
あ
た
た
か
い
よ
、
も
う
う

ち
は
で
き
て
い
る
と
、
思
っ
て
し
ま

わ
れ
た
ん
じ
や
な
い
か
な
、
と
い
う

気
が
ち
ょ
っ
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
あ
い
だ
、
白
い
巨
塔
の
最
終

回
は
3
5
％
の
視
聴
率
だ
っ
た
そ
う
で

す
。
総
集
編
は
3
8
％
。
時
代
錯
誤
な

の
な
ら
そ
れ
だ
け
の
人
は
見
て
な

い
。
今
全
く
、
あ
れ
と
同
じ
こ
と
が

沢
山
あ
っ
て
、
今
現
代
に
生
き
て
い

る
こ
と
だ
か
ら
、
3
8
％
の
視
聴
率
を

と
っ
た
ん
で
す
ね
。
本
質
的
な
こ
と

は
、
何
に
も
変
わ
っ
て
い
な
い
、
と

い
う
感
じ
が
し
ま
す
。

　

私
の
主
人
は
、
亡
く
な
る
時
に
は

ど
う
か
精
神
的
に
準
備
を
す
る
期
間

を
と
っ
て
く
れ
と
何
回
も
言
っ
て
ま

す
。
そ
れ
が
無
駄
だ
と
分
か
っ
て
い

て
、
「
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
し
ま
し
た
」

と
言
う
た
め
に
や
る
の
は
止
め
て
欲

し
い
。
安
楽
に
送
っ
て
欲
し
い
と
。

何
度
も
何
度
も
言
っ
て
ま
し
た
。

　

最
後
の
病
院
で
、
最
後
の
前
の
日

に
、
誤
囃
し
て
窒
息
し
ま
し
た
。
担

当
の
お
医
者
様
が
来
て
、
「
遠
藤
さ

ん
、
今
誤
嘸
を
し
て
、
食
べ
物
に
つ

い
て
い
る
ば
い
菌
が
全
部
肺
に
入
っ

た
の
で
、
お
そ
ら
く
こ
れ
か
ら
重
篤

な
肺
炎
と
な
り
、
高
熱
が
出
て
、
そ

れ
に
は
耐
え
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
。

奥
さ
ん
は
、
ち
ょ
っ
と
出
て
い
て
下

さ
い
」
と
、
お
っ
し
や
い
ま
し
た
。

と
て
も
心
配
で
し
た
。
で
も
そ
う
い

う
時
私
は
ど
う
し
て
も
こ
こ
に
居
た

い
と
は
な
か
な
か
言
え
ま
せ
ん
。

　

3
0
分
く
ら
い
た
っ
て
戻
る
と
も
う

人
工
呼
吸
器
が
つ
け
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
声
を
か
け
る
こ
と
も
な
に
も
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

次
の
日
に
亡
く
な
っ
た
ん
で
す
け

ど
、
主
人
は
、
2
0
年
も
そ
の
運
動
を

や
っ
て
い
て
、
患
者
本
位
の
医
療
で

あ
っ
て
欲
し
い
、
安
楽
に
死
な
し
て

欲
し
い
と
い
い
続
け
て
い
た
。
主
治

医
も
知
っ
て
い
ら
し
た
。

　

そ
れ
な
の
に
、
結
局
、
最
後
に
は
、

主
人
が
一
番
い
や
が
っ
て
い
た
治
療

で
亡
く
な
っ
て
、
私
に
と
っ
て
も
立

ち
上
が
れ
な
い
ほ
ど
、
辛
い
こ
と
で

し
た
。

　

夫
の
宿
題

　

私
か
「
夫
の
宿
題
」
を
書
い
た
時

に
１
２
０
通
の
投
書
が
あ
り
ま
し

た
。
終
末
医
療
の
時
に
、
辛
い
思
い

を
し
た
、
と
い
う
こ
と
が
ほ
と
ん
ど

で
し
た
。
人
工
呼
吸
器
を
知
ら
な
い

間
に
つ
け
ら
れ
て
、
何
に
も
別
れ
の

挨
拶
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
主

人
と
別
れ
た
の
が
非
常
に
残
念
だ
と

書
い
て
来
た
方
も
い
ま
し
た
。

　

最
後
の
2
4
時
間
は
、
患
者
に
と
っ

て
も
家
族
に
と
っ
て
も
、
ほ
ん
と
に

か
け
が
え
の
な
い
時
間
で
す
。

　

そ
の
病
気
に
対
し
て
素
人
の
家
族

が
、
悔
い
の
な
い
看
護
を
す
る
こ
と

は
殆
ど
不
可
能
で
し
ょ
う
。
で
も
、

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
お
医
者
様
が
つ

い
て
、
細
心
の
心
遣
い
を
し
て
、
最

後
の
お
別
れ
を
さ
せ
て
く
だ
さ
れ

ば
、
悔
い
の
な
い
死
は
必
ず
し
も
不

-４



可
能
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

い
ろ
ん
な
分
野
で
立
派
な
仕
事
を

し
て
誰
か
ら
も
本
当
に
尊
敬
さ
れ
て

い
る
よ
う
な
人
で
も
、
最
後
の
臨
終

の
時
に
、
阿
鼻
叫
喚
の
中
で
苦
し
ん

で
の
た
う
ち
回
っ
て
死
ん
だ
と
し
た

ら
、
そ
の
人
は
生
涯
を
全
う
し
た
と

言
え
る
で
し
ょ
う
か
？
そ
れ
を
全
う

さ
せ
て
あ
げ
る
の
が
医
学
だ
と
思
う

ん
で
す
。

　

今
の
日
本
の
医
学
は
素
晴
ら
し
い

制
度
と
素
晴
ら
し
い
医
療
技
術
を
持

っ
て
い
る
。
だ
け
ど
、
病
ん
で
い
る

患
者
さ
ん
に
対
す
る
精
神
的
な
ヶ
ア

で
は
非
常
に
遅
れ
て
い
る
。
そ
れ
を

改
め
て
い
っ
て
欲
し
い
と
思
う
の
で

す
。

　

今
ま
で
、
治
療
を
諦
め
て
撤
退
す

る
こ
と
は
絶
対
に
医
者
と
し
て
敗
北

だ
、
不
正
義
だ
と
い
う
こ
と
が
、
あ

ま
り
に
も
あ
り
過
ぎ
た
ん
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
私
は
、
阿
鼻
叫
喚
で

苦
し
が
る
よ
う
な
延
命
治
療
じ
ゃ
な

く
て
、
こ
の
方
は
こ
こ
で
安
ら
か

に
、
あ
と
は
家
族
の
手
に
ま
か
せ

て
、
や
す
ら
か
に
、
静
か
に
次
な
る

世
界
に
送
り
出
し
て
あ
げ
よ
う
と
い

う
、
そ
う
い
う
医
療
が
あ
っ
て
も
い

い
と
思
う
の
で
す
。
ぜ
ひ
考
え
て
欲

し
い
と
思
う
の
で
す
。

　

患
者
の
目

　

日
経
新
聞
に
、
「
患
者
の
目
」
と

い
う
の
を
書
き
ま
し
た
。
そ
う
い
う

時
に
、
医
者
の
常
識
非
常
識
が
と
お

っ
て
し
ま
う
ん
だ
と
書
き
ま
し
た
け

ど
、
感
受
性
の
強
い
若
い
看
護
婦
さ

ん
と
か
若
い
研
修
医
は
一
般
の
常
識

が
常
識
の
ま
ま
通
る
人
た
ち
な
ん
だ

と
思
う
ん
で
す
。

　

そ
の
人
た
ち
は
、
な
る
た
け
自
然

な
状
態
で
死
な
し
て
あ
げ
た
い
と
い

う
ふ
う
に
、
思
っ
て
く
れ
て
た
ん
で

は
な
い
か
と
思
う
。

　

今
ま
で
は
教
授
の
言
う
こ
と
は
絶

対
で
、
何
も
言
え
な
か
っ
た
、
だ
け

ど
今
は
看
護
婦
さ
ん
や
研
修
医
の
意

見
も
尊
重
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
れ

で
少
し
ず
つ
で
も
ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
死

に
方
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

青
戸
事
件
と
い
う
の
皆
さ
ん
は
よ

く
ご
存
じ
で
し
ょ
う
。
腕
前
の
な
い

３
人
の
医
者
が
、
功
名
心
だ
け
の
た

め
に
難
易
度
の
高
い
腹
腔
鏡
と
い
う

手
術
を
し
て
患
者
さ
ん
を
殺
し
て
し

ま
っ
た
話
で
す
。
教
科
書
み
な
が
ら

切
っ
て
い
た
と
い
う
、
本
当
に
ひ
ど

い
話
で
す
。

　

こ
の
間
外
科
の
お
医
者
様
に
聞
く

と
「
あ
れ
は
ひ
ど
す
ぎ
る
け
ど
、
で

も
外
科
医
は
程
度
の
違
い
は
あ
れ
、

あ
あ
い
う
こ
と
は
ず
っ
と
や
っ
て
い

ま
す
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

私
は
３
人
を
許
可
し
た
助
教
授
が

一
番
悪
い
と
思
う
、
と
、
ど
こ
で
も

言
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
助
教
授
は
、
あ
の
人
た
ち
が

い
か
に
技
術
が
な
い
か
を
知
っ
て
い

た
。
そ
れ
で
も
許
可
す
る
な
ら
、
絶

対
自
分
が
立
ち
会
う
べ
き
で
す
。
若

い
も
の
の
熱
意
に
負
け
た
、
と
言
っ

て
い
ま
し
た
。
人
の
命
が
か
か
っ
て

い
る
ん
で
す
、
だ
か
ら
そ
ん
な
モ
ラ

ル
で
い
ら
れ
た
ん
じ
や
、
こ
れ
が
許

さ
れ
る
ん
だ
っ
た
ら
、
患
者
は
い
く

つ
命
が
あ
っ
て
も
足
り
ま
せ
ん
。

　

み
ん
な
が
声
を
出
し
て
言
わ
な
け

れ
ば
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

エ
イ
ズ
の
時
だ
っ
て
み
ん
な
が
声

を
あ
げ
た
か
ら
、
な
い
は
ず
の
書
類

が
出
て
き
た
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
、

や
っ
ぱ
り
み
ん
な
で
声
を
上
げ
る
。

変
え
る
時
に
は
、
ど
な
た
か
が
い
っ

て
く
だ
さ
る
ん
で
し
よ
、
私
は
憎
ま

れ
な
い
で
い
い
汁
だ
け
吸
い
ま
し
よ

と
、
み
ん
な
が
思
っ
て
い
た
ら
、
ダ

メ
だ
と
思
う
ん
で
す
。

　

長
血
を
患
っ
た
女

　

主
人
の
一
番
好
き
な
聖
書
の
話
。

長
血
を
患
っ
た
女
と
い
う
の
が
あ
り

ま
す
。
キ
リ
ス
ト
が
お
通
り
に
な
る

と
い
う
の
で
、
大
変
な
群
衆
で
溢
れ

て
い
た
。
長
血
を
患
っ
て
い
た
女
は

群
衆
の
間
か
ら
そ
っ
と
手
を
だ
し

て
、
キ
リ
ス
ト
の
衣
を
ち
ょ
っ
と
触

っ
た
ん
で
す
。
そ
し
た
ら
、
「
お
ま

え
の
信
仰
が
お
ま
え
を
な
お
し
た
」

と
言
わ
れ
た
。

　

苦
し
ん
で
い
る
人
が
ち
ょ
っ
と
触

っ
た
だ
け
で
、
キ
リ
ス
ト
は
、
本
当

に
そ
の
苦
し
さ
が
分
か
っ
た
ん
で

す
。
そ
れ
は
主
人
が
と
て
も
好
き
な

話
で
す
。

　

主
人
は
、
自
分
も
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

だ
か
ら
、
何
か
キ
リ
ス
ト
の
跡
を
、

少
し
で
も
継
い
で
い
き
た
い
と
い
う

意
志
が
あ
っ
て
、
心
温
か
い
医
療
を

や
り
出
し
た
と
思
う
ん
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
力
が
あ
っ
て
こ
そ
、
医

療
が
変
わ
る
と
思
う
ん
で
す
。
お
医

者
様
が
ダ
メ
だ
と
か
い
う
ん
じ
や
な

い
。
お
医
者
様
の
力
だ
け
で
は
変
わ

り
得
な
い
こ
と
も
沢
山
あ
る
と
思
い

ま
す
。
だ
か
ら
ど
う
ぞ
、
我
慢
し
な

い
で
、
こ
れ
は
ひ
ど
い
と
い
う
時
に

は
、
み
ん
な
が
声
を
出
し
て
、
こ
れ

は
ひ
ど
い
話
よ
と
、
言
わ
な
け
れ

ば
、
変
わ
っ
て
い
か
な
い
と
思
い
ま

す
。

　

遠
藤
ボ
ー
フ
ン
テ
ィ
ア

　

主
人
が
心
あ
た
た
か
い
医
療
を
始

め
た
時
分
に
、
忙
し
い
看
護
婦
さ
ん

や
お
医
者
様
に
か
わ
っ
て
患
者
の
愚

痴
を
聞
い
た
り
、
世
間
話
を
し
た
り

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
必
要
だ
と
い

う
こ
と
で
始
め
ま
し
た
。
去
年
で
2
1

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

1
0
人
ぐ
ら
い
で
始
め
ま
し
た
。
引

き
受
け
て
く
れ
た
病
院
は
、
東
京
で

二
つ
だ
け
で
し
た
。
病
院
案
内
、
外

来
患
者
さ
ん
の
お
子
さ
ん
の
託
児
、

病
室
に
本
を
も
っ
て
回
っ
た
り
し
ま

し
た
。
黎
明
期
の
遠
藤
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
一
生
懸
命
や
っ
て
下
さ
っ
た
。

　

今
８
ヶ
所
に
な
り
ま
し
た
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
会
員
は
一
一
〇
人
い
ま

す
。
そ
の
人
た
ち
は
、
遠
藤
の
本
を

読
ん
で
参
加
し
て
下
さ
る
方
が
多
く

て
、
遠
藤
の
名
前
を
傷
つ
け
て
は
い

け
な
い
と
思
っ
て
下
さ
る
方
が
、
有

り
難
い
こ
と
に
多
く
て
、
信
用
い
た

だ
い
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

ま
だ
ま
だ
手
が
た
り
ま
せ
ん
。
も

し
遠
藤
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
入
っ
て
く

だ
さ
る
方
が
あ
っ
た
ら
是
非
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
下
は
3
0
代
か
ら
上
は

8
2
の
人
も
い
ま
す
。
ガ
ー
ゼ
を
た
た

む
こ
と
は
私
で
も
で
き
る
と
い
っ

て
、
一
週
間
に
何
回
か
た
た
み
に
き

て
く
れ
ま
す
。
年
と
っ
て
も
や
れ
る

こ
と
は
あ
る
し
、
心
の
窓
を
開
い

て
、
沢
山
の
友
達
を
つ
く
る
こ
と
は

年
と
っ
て
も
若
く
み
え
る
の
で
す
。

　

是
非
遠
藤
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
参

加
し
て
く
だ
さ
る
方
を
お
願
い
し

て
、
つ
た
な
い
講
演
を
終
わ
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

-－５



小池晃参院議員

　

難
病
患
者
を
対
象
と
す
る

居
宅
生
活
支
援
事
業
の
う
ち

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
を

実
施
し
て
い
る
市
区
町
村
が

五
百
九
十
二
（
二
〇
〇
三
年

度
現
在
）
で
、
全
体
の
五
分

の
Ｉ
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ

難病ホームヘルプサ
ービスの都道府県別
の実施市区町村数

上から5f立
順位

1
2
3
4
5

県名

埼玉
兵庫
大阪
静岡
東京

下から３ｲ立
Ｉ
ガ
３
が
み
が

富山
高知
福井
香川
熊本
鹿児島

市

　

区

町村数
ｎ
ｎ
り
7
1
0
0
‥
｝

Ｌ
Ｏ

■
<
＊
･
=
＊

Ｃ
Ｏ

C
Ｍ

0
０
1
1
1
1

と
が
十
一
日
ま
で
に
、
厚
生

労
働
省
の
調
査
で
わ
か
り
ま

し
た
。
日
本
共
産
党
の
小
池

晃
参
院
議
員
の
質
問
に
回
答

し
た
も
の
で
す
。

　

同
事
業
は
一
九
九
五
年
の

「
障
害
者
プ
ラ
ン
」
に
位
置

付
け
ら
れ
、
九
七
年
に
国
の

補
助
金
事
業
と
し
て
始
ま
り

ま
し
た
。
内
容
は
ホ
ー
ム
へ

ル
プ
の
ほ
か
短
期
入
所
、
日

常
生
活
用
具
給
付
、
ヘ
ル
パ

ー
養
成
の
四
つ
。
実
施
主
体

は
市
区
町
村
で
す
。
対
象
疾

患
の
患
者
数
は
百
二
十
万
人

以
上
い
ま
す
。

　

同
事
業
を
実
施
し
な
い
市

区
町
村
に
共
通
す
る
理
由

は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
京
難
病
団
体

連
絡
協
議
会
（
東
難
連
）
が

都
内
自
治
体
に
と
っ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
「
老
人

福
祉
法
、
障
害
者
福
祉
法
、

全
市
町
村
の
５
分
の
１

難
病
患
者
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
実
施

厚労省調査

介
幔
保
険
法
で
対
応
す
る
」

で
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
東
難
題
の

杉
田
清
子
事
務
局
長
は
「
難

病
患
者
に
特
定
し
た
事
業
の

意
味
を
未
実
施
自
治
体
は
理

解
し
て
い
な
い
」
と
批
判
し

ま
す
。
重
症
化
時
期
と
改
善

時
期
を
繰
り
返
す
難
病
患
者

は
障
害
認
定
が
難
し
い
。
介

腰
保
険
の
対
象
と
な
ら
な
い

年
齢
や
疾
病
の
人
が
多
い
。

そ
の
た
め
「
難
病
患
者
独
自

の
支
援
事
業
が
必
要
」
と
杉

田
さ
ん
は
訴
兄
ま
す
。

　

患
者
の
声
は
切
実
で
す
。

　

「
且
毘
庖
の
細
々
と
し
た

こ
と
に
手
助
け
が
ほ
し
い
。

手
助
け
が
手
軽
に
え
ら
れ
る

制
度
を
望
む
」
（
慢
性
関
節

新
聞
記
事

し
ん
ぶ
ん
赤
旗
2
0
0
4
年
４
月
1
2
日
（
月
曜
）

　

当
研
究
会
世
話
人
の
一
人

〈

小
池
晃
さ
ん
の
記
事
で
す

〉

リ
ウ
マ
チ
の
五
十
代
女
性
）

　

「
障
害
者
手
帳
を
も
ら
う
ま

で
ひ
ど
く
な
ら
な
け
れ
ば
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
や
用
具
の
給

付
を
受
け
ら
れ
な
い
。
心
の

傷
と
と
も
に
体
も
大
変
つ
ら

か
っ
た
」
（
シ
ェ
ー
グ
レ
ン

症
候
群
の
三
十
代
女
性
）

「
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が
進

う
だ
け
で
支
援
市
函

ら
れ
な
い
の
は
何
と
も
や
り

き
れ
な
い
」
（
再
生
不
良
性

鼓
血
の
五
十
代
男
性
）
。

　

今
回
の
調
査
結
果
に
厚
労

省
は
「
全
市
町
村
で
実
施
す

る
よ
う
協
力
要
請
す
る
」
と

し
て
い
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
の
小
池
晃
参

院
議
員
の
話
ど
の
自
治
体

で
も
必
要
な
患
者
が
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

国
は
体
制
整
備
の
責
任
を
果

た
す
べ
き
で
す
。

- ６ -

総会開催のお知らせ

　　

2004年６月に東京に総会を開

＝催いたします。

　　　　　　　　

ヶ

Ｊ

　

日程、場所等は未定ですが、詳

:j細が決まり次第、世話人・運営１

１委員の方々にご案内致します。

ゝ●････｡･・｡｀･”･I･’ ・　････ ･I.　　｀　･ III●｀･　jj lfZ

　　

全国難病センター研究会

　　

第３回研究大会開催予定

日

　

時

　

2004年10月23日出～24日剛

　　　　　

１日目

　

13時開始20時終了

　　　　　

２日目

　

９時開始15峙閉会予定

場

　

所

　

神戸商工会議所会館

　　　　　

神戸市中央区港島中町６丁目１

　　　　　

電

　

話

　

078-303-5804

　　　　　

兵庫大会事務局（開催地担当）

　　　　　　　　　　　　　

神戸難病相談室

　　　　　

電

　

話

　

078-322-187S

　　　　　

F A X　078-322-1876

テーマ「どのような難病センターが望ましいか」

内

　

容

特別講演

　

国立療養所南九州病院

　　　　　　　　　　　

院長

　

福永

　

秀敏先生

研修講演１

　

兵庫県難病相談センター

　　　　　　　　　　　

所艮

　

市川

　

桂二

　

氏

研修講演２

　

神戸大学臨床検査医学講座

　　　　　　　

免疫内科教授

　

熊谷

　

俊一先生

シンポジウム「災害時における難病対策」

　　　　　　

室隋

　

益輝氏

　　　　　　　

特定行政法人消防研究所理11f艮、神戸

　　　　　　　

大学名誉教授、都市安全研究センター

　　　　　　　

名誉研究員

　　　　　　

大西

　

一嘉氏

　　　　　　　

神戸大学工学部書教授（建築・都市安

　　　　　　　

全研究室）

　　　　　　

兵庫県または神戸市、兵庫県難病

　　　　　　

連、静岡県ほか参加予定

一般演題８～９題以上予定

　

第１日目交流会では「難病と音楽」近藤清彦先生

　

（公立八鹿病院神経内科部長）も予定していま

す。

　

第３回研究大会についてお問い合わせは、全国

難病センター研究会事務局（北海道難病連内）ま

たは大会事務局兵庫県難病連相談室へお願いしま

す。

　

宿泊予約はお早めに大会事務局（開催担当）へ

ご相談ください。



難病相談・支援センター各地の進捗状況
秋田･福島･蛎ホ･東京･富山･六阪・島田･岡山･佐賀が16年度中に開設

　

全国膠原病友の会が３月に同会各支部を対象に、難病センターの進められ方について調査を行いました。ニュ

ースレターへの掲載許可をいただいたので回答の一部をご紹介します。第２回研究大会抄録集D29-37の報告（３

月15日付け）以降に新しく入った情報のみを掲載致します。上記抄録集と照らし合わせると全都道府県の状況が

わかります。調査の資料、抄録集をご希望の方は事務局までご連絡下さい。

[官麺]難病迪がｘｐ〇法人化の作業委員会

　

ンター設置については不明。

荊到

　

難病連の事業所の隣室29 nf (約９坪)にセン

　

ター設置、10月開所予定。難病連は15年12月にＮ

　

ＰＯ法人に組織変更して事業委託。営業は平日約

　

７時間、面談と電話相談。相談員は保健師か看護

　

師の有資格者と限定し、今後人選と採用を行う。

[策琢|県は17年度設置を目指している。難病連で具

　

体的な骨子を出すべく作業中。

㈲]丞｣16年４月実施。とちぎリハビリテーションセ

　

ンター総合相談部に設置。管理責任者１名(総合

　

相談部長)、難病相談支援員２名(非常勤職員、

　

看護職の臨時補助員)、難病医療専門員１名(狽

　

協医大病院から週１日派遣)。電話、面談、メー

　

ル相談、専門医による医療相談等を実施。その他

　

患者家族交流会、就労支援、講演・研修会、支援

　

ネットワークの構築、機関誌の発行等。

匯瑕

　

県予防課が事務局となっ７群馬県難病相談支

　

援センター事業運営協議会を設置。メンバーは学

　

識経験者４名、職能団体５名、行政３名、患者団

　

体１名。センター設置や活動について検討中。

謳国

　

16年度で調査費計上、17年度開設予定。難病

　

連と県医療整備課とで場所等検討の段階。

[束丿園文京区の専門学校跡施設１Ｆの283. 81㎡を利

　

用して開設予定。東京都が実施主体となり、難病

　

連に運営を全面委託。 16年７月に電話相談等の一

　

部業務を開始、10月に本格開設予定。難病相談・

　

支援具(保健師)、生活相談員(患者・家族)、事

　

務職員を配置。相談コーナー、面談室、談話コー

　

ナー、難病情報資料室、日常生活用具展示コーナ

　

ー、事務室などを設ける。難病療養情報センター

　

機能、セルフヘルプ活動に対する育成・支援、療

　

養生活相談、就労相談・支援を行う。

匝奈川

　

昨年より県保健予防課と難病連との話し合

　

いが行われている。県は15、16年度は準備段階と

　

している。現在難病連が週２回行っている電話相

　

談室を拡大する形で相談部門を難病連に委託して

　

欲しいと県に要望。

[長理

　

難病連として県にセンター設立を働きかけて

　

いるが現在の所、予定はない模様。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－７

　

会、難病ケア市民ネットワークを設立、望ましい

　

センターのあり方を活発に議論。16年３月にシン

　

ポジウムを開催。６～７月頃に提言を出すことを

　

目指す。

匯璽]県の財政難で検討進まず。難病連は、既存の

　

施設を利用して設置し運営委託してほしいと要望

　

している。

圓91

　

行政、医師会、医療機関、難病連で難病対策

　

研究会を設置し検討中。15年には検討会を３回開

　

催。予算の都合上平成16年度の設置は見送り。

しか賑1大阪ＮＰｏプラザ内に16年４月開設。

[蚕亘]難病連で患者会の意見を集約しフセンター青

　

写真を作り県に提出するため作業中。

圖錯∩財)島根難病研究所内に16年４月設置。事務局

　

員１名、難病医療専門員１名、患者・家族から難

　

病相談支援員。支援員は各疾患の中から５名程度

　

選出。６月から従事。

匝画]16年度新規事業として予算25, 350千円で設置

　

予定。患者会からの意見を聞く会を開催。

広姦]県主導で進んでいるようだが情報公開なし。

F香皿]県は16～17年の間にセンター設置したい意向

　

だがなかなか話は進んでいない。16年４月より難

　

病患者の入院受け入れ(医療ネットワーク)、パ

　

ソコンでの生活相談(相談ネットワーク)を開始。

瀧函j]｢センターはこれまで保健所に委託してきた

　

事業と同じである。財政上の問題があって検討が

　

必要｣と県議会で県が回答。

匯詞]15年９月に県が難病連事務所を視察。取り組

　

み開始予定は16年度後半の見通し。

｢ね匝｣患者会と行政の話し合いを持った。

L天資]センターに関して県は難病連に任せたい意向

　

はあるようだが結論は出ていない。

條兎新

　

県はセンター設置の意思はない模様。難病

　

連ではセンターを作るかどうかに関わらず原点に

　

戻ろうとのことで福祉・心理の勉強会を開催。

匝囮

　

患者団体から要望は出しているが予算がつく

　

かどうか不明。県はセンター設置については難病

　

支援センターＮＰｏアンビシャスと提携してやっ

　

ていきたいとの回答も。
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奎フEj･レスピロニクス株式会社　　　
全国65箇所の各地域営業所より2時間以内(目標)の迅速対応

本社:〒113-0034東京都文京区湯島1
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32 tel.Cぷljで00-0641㈹　　機器安全センター|･0120-633-881
http://www.f uji-respironics.com　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(夜間/休日受付)

【lフランスベッドメディカルサービス株式会社

　

本社／〒169-0073東京都新宿区百人町1-25-1

　　　　　

電話03(3363)2255(大代表)
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